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昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
日
提
出 

質

問

第

三

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

沖
縄
電
力
の
民
営
移
行
に
関
す
る
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問
主
意
書 
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一 

 



 

沖
縄
電
力
の
民
営
移
行
に
つ
い
て
、
政
府
は
、
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
の
閣
議
で
「
昭
和
五
十
六
年

度
末
を
メ
ド
に
民
営
移
行
す
る
」
と
の
決
定
を
し
た
が
、
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。
こ
れ
は
、
沖
縄
県 

沖
縄
県
は
復
帰
十
年
を
経
過
し
て
も
、
な
お
依
然
と
し
て
全
国
の
二
～
三
倍
と
い
う
高
い
失
業
率
を
記
録
し
、

一
人
当
た
り
の
県
民
所
得
が
全
国
の
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
京
都
の
半
分
以
下
と
極
端
に
低
く
、
企
業
倒
産
も
高

水
準
で
推
移
し
て
い
る
。 

こ
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
き
特
別
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
そ
の
焦
点
の
一
つ
は
電
力
問
題
で
あ
る
。 

県
民
生
活
と
県
経
済
は
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。 

沖
縄
電
力
の
民
営
移
行
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

通
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る
沖
縄
電
力
事
業
協
会
（
瀬
長
浩
会
長
）
で
さ
え
、
昭

和
五
十
六
年
八
月
二
十
五
日
、「
沖
縄
電
力
の
民
営
移
行
に
係
る
中
間
報
告
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
報
告

で
、
沖
縄
電
力
の
経
営
基
盤
確
立
に
つ
い
て
「
十
分
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
い
ま
ま
民
営
移
行
だ
け
を
急
ぐ
こ
と

は
適
切
で
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
が
、
ま
た
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
二
十
八
日
の
閣
議
で
「
沖
縄
電
力
株
式
会
社
に
つ

い
て
は
、
沖
縄
の
実
態
に
配
慮
し
つ
つ
、
他
の
一
般
電
力
事
業
者
の
協
力
の
下
に
、
早
期
に
民
営
移
行
す
る
こ
と

と
し
、
そ
の
た
め
、
政
府
は
、
諸
般
の
措
置
を
講
ず
る
」
と
の
了
解
を
し
た
の
は
言
語
道
断
で
あ
る
。 

経
済
が
深
刻
な
事
態
に
あ
る
下
で
の
民
営
移
行
が
、
県
民
生
活
と
県
経
済
を
よ
り
困
難
に
し
、
混
乱
を
招
く
も
の

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
県
民
の
強
い
疑
問
に
政
府
が
ま
と
も
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
か
ら
で
あ

る
。 今

も
そ
の
状
況
は
依
然
と
し
て
変
わ
つ
て
い
な
い
。 

四 

 



 

県
民
生
活
と
県
経
済
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
沖
縄
電
力
の
民
営
移
行
問
題
に
関
し
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
政

府
の
見
解
を
求
め
る
。 

一 

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
二
十
八
日
の
閣
議
了
解
に
は
「
他
の
一
般
電
力
事
業
者
の
協
力
の
下
に
早
期
に
民
営

移
行
す
る
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
形
態
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

二 

第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
で
、
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
産
業
振
興
に
と
つ 

て
、
ま
た
、
気
候
、
地
理
的
条
件
に
よ
つ
て
本
土
に
比
べ
家
庭
の
電
気
の
使
用
量
が
多
い
県
民
生
活
に
と
つ
て

は
、
電
気
の
低
廉
で
安
定
的
な
供
給
が
不
可
欠
の
条
件
と
な
つ
て
い
る
。 

ま
た
、
政
府
が
「
そ
の
た
め
に
諸
般
の
措
置
を
講
ず
る
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
措
置
か
、
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

し
か
る
に
、
沖
縄
電
力
は
復
帰
後
五
回
の
電
力
料
金
の
値
上
げ
を
実
施
し
て
き
た
。
昭
和
五
十
五
年
に
は 

「
原
油
価
格
の
値
上
げ
」
、
「
設
備
投
資
」
に
よ
る
経
費
の
増
大
を
理
由
と
し
て
、
同
年
二
月
、
四
二
・
四
パ
ー
セ 

五 

 



 

三 

沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
二
十
九
条
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
「
沖
縄
に
お
け
る
電
気
の
安
定
的

か
つ
適
正
な
供
給
の
確
保
に
特
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
整
備
に
つ
き
、
必
要
な
資
金
の
確
保
そ
の

他
の
援
助
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。 

2 

沖
縄
県
に
お
け
る
電
気
料
金
水
準
は
、
本
土
並
み
以
下
に
抑
え
る
の
は
政
府
の
責
務
と
考
え
る
が
、
ど 

う
か
。 

1 

第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
本
来
、
電
気
料
金
は
本
土
よ
り
も
低
く
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
逆
に
高
く
な
つ
て
い
る
実
態
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
認
識
を
持
つ
て
い
る
の 

 

か
。 

ン
ト
、
十
月
に
一
九
・
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
大
幅
値
上
げ
を
連
続
し
て
行
つ
た
。 

今
日
で
は
、
沖
縄
電
力
は
他
の
九
電
力
の
平
均
電
気
料
金
二
十
四
円
（
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
に
対
し
、
二
十
七
円

と
割
高
に
な
つ
て
い
る
。
し
だ
い
に
本
土
と
の
料
金
格
差
が
拡
大
す
る
様
相
さ
え
呈
し
て
い
る
。 

六 

 



 

四 

沖
縄
電
力
事
業
協
会
の
瀬
長
会
長
は
、
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日
、
民
営
移
行
に
関
す
る
中
間
報
告

を
ま
と
め
た
際
の
記
者
会
見
で
、「
民
営
移
行
の
前
提
条
件
は
、
本
土
並
み
料
金
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と

い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
。 

五 

沖
縄
県
民
は
平
和
で
豊
か
な
基
地
の
な
い
沖
縄
の
復
興
を
求
め
て
い
る
。 

そ
れ
を
認
め
る
な
ら
ば
、
民
営
移
行
せ
ず
に
現
在
の
体
制
、
つ
ま
り
特
殊
法
人
企
業
の
下
で
少
な
く
と
も
本

土
並
み
料
金
水
準
を
確
保
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
な
ぜ
そ
れ
が
で
き
な
い
の
か
。 

政
府
は
低
廉
で
安
定
的
な
電
気
の
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
こ
れ
ま
で
い
か
な
る
措

置
を
と
つ
て
き
た
の
か
。 

政
府
は
、
こ
の
た
め
の
対
策
を
講
ず
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
れ
を
示
さ
れ
た
い
。 

政
府
は
、
こ
の
立
場
を
認
め
る
か
。 

ま
た
、
本
法
の
活
用
を
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 七 

 



 

 

八 

国
の
責
任
を
放
棄
し
た
沖
縄
電
力
の
民
営
移
行
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
以
上
に
高
い
電
気
料
金
を
課
せ
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
反
対
し
て
い
る
。 

政
府
は
、
民
営
移
行
を
言
う
ま
え
に
、
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
、
そ
し
て
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
、
低
廉
で
安
定
的
な
電
気
の
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
十
分
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
が
県
民
の
意
思

に
こ
た
え
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。 

重
ね
て
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

右
質
問
す
る
。 


